截诗帝 ー了飽 

ffih 日 .S \ィ ST 

—— 金 博士 シリ— ズ • 6- 



海 野 十三 



ている 次第であった。 

いぞんき ようゆう しょうか いせき 

中で も、 かの 依存 梟雄の 醬買石 委員長 は、 同じ 民族 

人なる 金 博士の 発明 兵器に よる 被害 甚大で、 そのため 

いのち 

にこれ まで 幾度 生命 を 落し かけた か 知れず、 醬の金 博 

士を 恨む こと は、 居 谷 岩 子 女史 〔# 「居 谷 岩 子 女史」 は マ 

マ r が 伊右衛門 どの を 恨む 比な どに 非ず、 可愛 さあ まつ 

て 憎さが 十の 十 幾 倍と いう 次第で あ つ た。 

「えいく そ。 この 上 はなん とかして、 わが 息の あるう 

ちに、 かの 金 博士め の 息の根 を 止めて くれねば …… 」 

しゅうねん か 

という わけで、 今や 醬買石 は、 執念 の 火の玉と 化し、 

喰う か 喰われる かの 公算 五十 パァ セントの 危険 をお か 



しても 一矢 をむ くわで 置くべき かと、 あわれい じらし 

きこと と 相 成った。 

さて、 対 金 方針 は 確定した。 さらば この 上 は、 如何 

えぐ 

なる 手段に よって、 彼で か 頭の 金 博士 を 抉り 殺して し 

まうべき か。 

ぼうしょ 

醬は、 幹部 を 某所に 集めて、 秘密会議 を 開く こと 連 

続 三十 九 回、 遂に 会議の 結論の ような ものが 出て 来た _ 

その 結論と いうの は、 次の 二つであった。 

金 博士 始末 案件 

おうすい けん はかせ よう リ つ けんせい 

( 一 ) 王水 険 博士 を 擁立し、 金 博士 を 牽制 するとと 

もに、 必要に応じて、 金 博士 をお びき 出す こと。 



(二) あらゆる 好餌 を 用意して、 某国 大使館の 始末 

しゃくよ うかた がいきかん 

機関の 借用 方に 成功し、 その上に て該 機関 を 用い 

て 金 博士 を 始末す る こと。 

ここに 王水 険 博士と いうの は、 この 程、 ソヴ エト か 

まれ 

ら 帰って来た 近代に 稀なる 科学的 天才と いわれる 大学 

者で、 しかも 彼 は、 昔 金 博士 を 教えた ことがあり、 つ 

まり 金 博士の 先生 だから、 大 博士であろう というので、 

王水 険 博士の 力 を 借りる 計画 を樹 てた ので ある。 

それから また、 某国 大使館の 始末 機関と いうの は、 

この間 新聞に も 報道され たから 御 承知で もあろう が、 

要するに 始末 機関と は、 人間 を 始末す る 機関の ことで 



最初 金 博士 は、 三つの トランク を 担いで 飛行場へ 龃 

けつけ たが、 直ちに 断 わられて しまった。 

「まことにお 気の毒で すが、 こんな 重い 大きな 荷物 は、 

会社の 飛行機に は 乗りません ので …… 」 

「大きい けれど、 そんなに 重く はない よ」 

おゆき さき 

「 … … それに 御行 先 の 方面 は 只今 気流が たいへん 悪う 

ございまして ェャ ポケットが ナ …… それにもう 一 つ 残 

念ながら 御行 先の 方の 定期 航路 は 一 昨 i 以来 当分のう 

ち 休航と いう ことにな りました ので …… それに …… 」 

「ああ、 もうよ ろしい」 

とど 

金 博士 は、 サ— ビス 係の 言葉 を 押し止め、 



「そんな 飛行機が 飛ぶ 道理が ありませんで すよ」 

「わしが 乗れば、 必ず 飛 ぶんだ。 詳しい こと を 説明し 

ている 暇 はない がね、 兎に角、 そういう 飛行機 を 売つ 

て くれる か 売って くれない か、 一体 どっち だい」 

さしつ か 

「売って さし 上げても 差支え はない ので ございま すが、 

生憎 そんな ボロ 飛行機 は 只今 ストック にな つ て 居り ま 

せんので …… 」 

「無い のかい。 そ、 それ を 早くい えば いいんだ。 この 

il わ 

忙しい のに、 だらだら とくそに もな らん 話 をして わし 

を 引きつけ て 置いて …… ほう、 早く 行かに や、 大 先生 

と 約束の 時間に、 〇〇 へ入巿 できない ぞ」 



めた から、 もう 何もい わんで よろしい」 

「は あ、 さいです か」 

金 博士の こと を、 船 内で は 気が 変で ない と 思わない 

者 は、 ひとり もなかった。 
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金 博士の ために、 第二 ニニ 号の 船室が 明けられた。 

「これ は 至 極 覚え やす い 船室 番号 じ やわい」 



「おい、 何とい つても、 これ は、 わが 汽船 は 〇〇 港の 

陸上への しあげた の だよ。 ここ は 〇〇 巿だ」 

「そんな ベら 棒な 話が あるかい。 〇〇 港なら、 まだ 二 

日の ちじ やない と 入港で きないんだ」 

「馬鹿 をい え。 お前た ちの 目に も、 ここが 〇〇 巿 だつ 

てえ ことが 分る はず だ。 ほら 向う を 見ろ。 幾度 もい つ 

な じ もくば 力，. < 

てお 馴染みの 木馬 館の 塔が あそこに 見える じ やない 

か」 

「ははん、 こいつ は 不思議 だ。 あれ はたし かに 木馬 館 

だ。 すると やっぱり 本当 かな、 わが 汽船が 〇〇 巿に乗 

りあげた と いうの は」 



「おや、 この モ ー トルの 重さ だけで も、 トランクより 

重い くらいだ。 すると、 或る 重い A なる 物品 を 入れた 

トランク B の 総 重量 A プラス B プラスアルファ は、 元 

の A よりも 軽い というの は、 どういう 算術になる 

のかし らん。 どうも 式が 成立たん ように 思う が」 

「お い 事務長さん。 お前さん は 中学校で 算術の 点が 優 

か 秀 だったら しいね」 

と 博士 はい つ て、 

「だが、 わしの トランク に関する かぎり、 そのような 

純真な 算術 は 成り立たない の だよ。 忙しい から 説明 

をして いられな いが、 しかし これ は 事実なん だ。 つま 



り、 A は A プラス B プラスアルファよりも 大 なりと い 

う 場合が 有り得 るん だ。 こ の 解法が お前さんに 分った 

ほうび 

ら、 お前さんに 人造 モルモット を 一匹、 褒美に あげて 

もい いよ」 

「へえ、 そうです かね。 しかし 私に は、 とても 分り ま 

せん。 なんとか 今、 説明して いってく ださい」 

「そうかね、 聞きたい かね。 それじゃ ちょっと 説明し 

ようかね」 

先 を 急ぐ 害の 金 博士 は、 そこで 急に のんびり 腰を据 

えてし ま つ て、 

「いいかね。 ここに A BCDE なる 五つの 部分品が 



あつたと する。 いずれも、 重さ は 十 キロ ずっとして、 

合計 五十 キロの 重さの もの だ つ たと する」 

「はい、 その 算術 は 分ります」 

「ところが、 その ABCDE の 部分品 をー処 にして 测 

ると、 総 重量が たった 二十 キロし かないんだ」 

「そこが どうも 分りません な あ。 一 つ 十 キロの ものが 

五 個 あれば、 どんな 場合で も 総量 は 五十 キロです」 

「ところが、 それが 何とかの 浅まし さとい うやつ なん 

だ。 いいかね。 A BCDE の 部分品 をば らばら にして 

置いて 一 々測る と 総計 五十 キロ ある。 これ はよ ろしい 

その 部分品 を 組合わせて 測る と、 これが なんと 二十 キ 



口になる という 場合 は、 只 一 つ ある。 それ は、 そ 

じゅう リょ くだしよう き 

の 部分品で 組立て た 器械が、 重力 打消 器であった 場 

合 だ」 

「え、 重力 打消 器と いうと …… 」 

みなもと 

「つま リ、 重さの 源 である 重力 を 打消す 器械の こと 

を、 重力 打消 器と いうの だ。 つまり 五十 キロの 部分品 

から 成る その 重力 打消 器 は、 組立 てられる ことによ つ 

て、 三十 キロの 重力 を 打消す 性能の もの だつ たんだ。 

だから 五十 キロ 引く 三十 キロで、 残リは 二十 キロと 出 

る。 どう だ この 算術 は 間違いな しによ く 分る だろう」 

おどろ 

「うへ ー ッ、 こいつ は in: きました な」 



たまげ 

みた いなもの にも 組立 てられる の だ。 どう だ、 魂消た 

ゝ I 

力」 

「へ ー、 さいです か。 こいつ はいよ いよ 愕 きました な 

うかが 

そしてお 話 を 伺って いると、 その トランクが だんだ 

ん 欲しくな つてき ましたが、 いかがで すか、 その 一 つ 

を 私に お分け 下さる わけに は …… 」 
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と は 無関係な すばらしい 快速 を 出して 〇〇 巿に 乗り 上 

げて しまい ましたが、 あの 快速ぶ り は、 お客さん がそ 

こに お持ちの トランクの 内容 品と、 何 か 関連が あるの 

です かな」 

「ああ、 そのこと か」 

博士 は、 そこに 立ち i 手って、 

「それ は 大いに 関係 あり じ や。 わしが 乗ら なきや、 あ 

あは 快速が 出る もの か。 あれ はつ まり、 わしが 船室 内 

で、 この トランクの 中に 入って いる 部分品 を 組合わせ 

きょう リょ くどう リょ くそう ち 

て、 一 つの 強力 動力 装置 を 作つ たんじ や。 そして そ 

れを 動かした もんだ から、 それで あのよう に、 二日 半 



なにが さて、 気の 短い 金 博士の ことで あるから、 身 

おもわく 

の 危険 も、 相手方の 思惑 も 考えないで、 その 足で つか 

つかと 某国 大使館の 玄関から 押し入った ものである。 

だいせん せい おうすい けん 

「大 先生 は 居られぬ か。 王水 険大 先生のお 部屋 は どこ 

であるか。 只今 金 博士が 推参いた しました ぞ」 

とうとう 王水 険大 先生が 朝寝坊の 居間が、 金 博士 

1.5 ず か そうさく 

自らの 捜索に よ つ て 発見 せられた。 

「やや やや、 お前 は 金 か。 お前の 来る の は、 まだ 二三 

日 先 だと 思って 油断 をして いたが、 やや やや、 もう 来 

たか」 



おどろ か あき 

王大 先生 は、 喜ぶ より 前に、 愕き 且つ 呆れて しまつ 

た。 

「大 先生、 おなつか しゅう ございますな。 ところで、 

V びき 

こ の 某国 大使館で は 近々 先生の 馘る という 話 を 

ごしょ めん 

御 書面で 承知し ましたが、 けしからん ですな あ。 私が 

これから 某国 大使に 会いまして、 それ を 思い 停ら せま 

しょう」 

「いやな に、 それに は 及ばない よ。 どうせ 仕方がない 

の だもの」 

「仕方ない などと、 今の 積極 時代に 引 込んで 居られる 

ことはありません。 私が 大使に 強談 判 をして …… 」 



ぜんじ ひきぐ 

最高の 善事 をす るつ もりで、 醬を引 具し、 窓 下に 

高 梯子 を かけ、 それ を よじ登って、 窓から そっと 金 博 

う.. R が 

土の 様子 を 窺 つたので ある。 

ところが、 寝台 は 空であった。 もう 一 つの 寝台 も 空 

であった。 

「おや、 金の やつ、 さて は 逃げた な」 

とうとう 取 逃がした かと、 残念そう に 両人が 室内 を 

睨んで いると、 ふと 目についた 物が ある。 それ は 一台 

の 小型 タンクであった。 

「あり や、 あんなと ころに、 変な ものが ある ぞ」 

「小型 タンクな ど、 誰が 持って来た のでしょう」 
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